
【ス２】 

 

障害者スポーツ推進プロジェクト 

 

１．創設年度：平成３０年度 

 

２．令和３年度予算額：１．２億円 

 

３．事業概要 
 

障害者が生涯にわたってスポーツを実施するための基盤を整備する観点から、身近な

場所でスポーツを実施できる環境の整備、障害者スポーツ団体の活動の促進、障害者ス

ポーツ用具の調達等に係る負担の軽減を図るための事業を実施する。＜委託＞ 

 

４．選定理由：ア（事業の規模が大きく、又は政策の優先度の高いもの） 
 

スポーツ基本法（平成 23 年法律第 78 号）前文において、「スポーツを通じて幸福で豊

かな生活を営むことはすべての人々の権利」とされるとともに、同法第 2 条第 5 項にお

いて、「障害者が自主的かつ積極的にスポーツを行うことができるよう、障害の種類及び

程度に応じ必要な配慮をしつつ推進されなければならない」とされている一方で、障害

を有する方のスポーツ実施率は成人全体に比べ低く、今後の事業展開について多角的に

検討を行うことが必要であるため。 

 

５．想定される論点 
 

現行の第 2期スポーツ基本計画が令和 3年度に最終年となり、今後新たなスポーツ基

本計画を策定・実施することになるところ、本事業によって各課題における実践事例が

積み上がるとともに、本事業実施期間中における障害者のスポーツ実施率についても増

加傾向にある一方で、障害者の半数が 1年間に 1回もスポーツを実施していないなど、

依然として障害者が十分にスポーツを実施できていないことも踏まえて、以下の論点で

議論を行うことが想定される。 

・今後障害者スポーツの推進に当たり必要となる実施体制・条件、取り組むべき順番

などの適切な課題設定について 

・今後の適切なアウトカム・アウトプットの設定について 

 

※ 成果指標（令和２年度） 

・スポーツ・障害福祉関係者が連携して域内の障害者スポーツの振興を実施する体

制を整え、環境整備を積極的に推進する都道府県（４７）・指定都市（２０）数 

・本事業で情報提供・啓発を実施した団体・企業のうち障害者スポーツ団体への支

援を実施した団体・企業数 

・障害者のスポーツ実施の障壁として「金銭的負担」と回答する者の減少 
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障害者スポーツ推進プロジェクト

背景

障害者のスポーツ実施状況が低調であるとともに、健常者に比べ障
害者のスポーツ実施状況の改善が進まない状況にある。
<データ：週1回以上スポーツを実施している者の割合>

障害者20.8%(H29)→25.3%(R元) （健常者53.６%(R元)）

事業概要 障害者が生涯にわたってスポーツを実施するための基盤を整備する観点から、身近な場所でスポーツを実施できる環境の整備、障害者ス
ポーツ団体の活動の促進、障害者スポーツ用具の調達等に係る負担の軽減を図るため、以下の事業を実施する。

目標とする成果

各課題についての実践事例
（失敗事例を含む）から、必
要となる実施体制・条件、取
り組むべき順番などの課題が
体系的に整理される。

課題解消モデルが、自治体関
係者・各地域協会関係者等
へ共有される。
また、これらの実践例を通じて、
新たに取り組むべき課題等が
発掘される。

●障害者のスポーツ実施に特有の障壁の解
消が進む。

●一般のスポーツ振興施策によって、障害者
スポーツ実施環境も改善が図られるような
実施体制が整備される。

課題

第2期スポーツ基本計画（平成29年3月）の目標値である、週1
日以上のスポーツ実施率40％以上の達成に向け、障害者スポーツ
特有の障壁の解消と、スポーツ施策の実施体制上の課題の解消
を図る必要がある。

①調査研究事業
●東京オリパラ大会の実施による影響も踏まえつつ、障
害者のスポーツ実施状況、スポーツ参加の阻害要因
等を把握・分析する調査研究を実施する。

●特に若年層のスポーツ無実施層が増加傾向にあるこ
とも踏まえ、障害者のスポーツ無実施層に対する、原
因把握・分析及び解決に向けた施策案の提案等に
係る調査研究を実施する。【新規】

●競技ごとに手話が異なる等、障害者スポーツの指導・
実施環境が不十分な状況があることから、障害者ス
ポーツの指導等に係る競技別の標準化・マニュアル
作成等に係る調査研究を実施する。【新規】

②スポーツ実施環境の整備事業
●都道府県・市町村等、各地域の課題に対応した
障害者のスポーツ実施環境の整備のため、以下
のメニューに係るモデルの創出に向けた事業を実施
する。

新しい生活様式への対応
●新しい生活様式を踏まえた、障害者スポーツの在り方等に係
る調査研究を実施する。 （①調査研究事業）

●新しい生活様式を踏まえた、インターネット等を活用した障害
者スポーツ大会の開催、外出・移動等を伴わない形でのス
ポーツへの参画等に係るモデルの創出に向けた事業を実施す
る。（②スポーツ実施環境の整備事業）

④障害者スポーツ用具活用促進事業
●障害者スポーツを試したい者等が少ない負担で用具を利用
でき、気軽にスポーツにアプローチできるようにするため、スポー
ツ用具活用普及拠点の整備に向けたモデル創出のための事
業を実施する。

③障害者スポーツ団体の体制整備支援
●障害者スポーツ団体の多くは体制が脆弱である等
の課題を有していることを踏まえ、障害者スポーツ
団体相互の連携促進等、障害者スポーツ団体に
対する体制整備の支援を行う。

①コーディネーターの育成、②スポーツの機会創出、③障害者
スポーツの理解促進、④教員への研修、⑤ボランティア育成等

令和３年度予算額：117,574千円
（前年度予算額： 87,497千円）
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障害者スポーツ推進プロジェクトのメニューの推移 

 

 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

事業名 地域における障害者スポーツ 

普及促進事業 
障害者スポーツ推進プロジェクト 

予算額 60,041 千円 48,048 千円 62,429 千円 87,497 千円 117,574 千円 

事業内容 地域の課題  

 

域内において障害者がスポーツ

に関心を寄せ、継続的にスポー

ツ活動に参加できる機会の拡充

を図るためのノウハウの開発等

の実践研究を実施する。 

 

 

① 地域における、生涯に亘る継続的な

障害者スポーツの実施機会を提供す

る。 

 

② 地域の障害者福祉施設・医療リハビ

リ施設等と連携した中途障害者及び重

度障害者に対するスポーツの機会を提

供する。 

 

③ 地域のスポーツ関係者とスポーツ施

設管理者の連携によって障害者のスポ

ーツ施設利用の拡大を図る。 

 

④ 総合型地域スポーツクラブへの障害

者の参加を促進する。 

 

 

 

 

 

 

① 地域の障害者福祉施設・医療リハ

ビリ施設等、障害者が日常的に利用

する施設等におけるスポーツの機会

を提供する。 

 

② 地域のスポーツ施設における障害

者の利用拡大に向けた取組を実施す

る。 

 

③ 総合型地域スポーツクラブへの障

害者の参加の促進を図る。 

 

④ 障害当事者以外に対する障害者ス

ポーツ種目の体験・理解の推進を図

る。 

 

 

① 地域で医療・福祉・教育・スポー

ツ等の関係者間の連携した取組をコ

ーディネートする人材を育成する。 

 

② 地域の障害者福祉施設・医療リハ

ビリ施設・総合型地域スポーツクラ

ブ等、障害者が日常的に利用する施

設等におけるスポーツの機会を提供

する。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 障害当事者以外も巻き込んだ障害

者スポーツ種目の体験・理解の推進

を図る。 

 

④ 現職教員に対する障害者スポーツ

のノウハウの普及を図る。 

① 障害者スポーツのボランティア育成 

 

② 地域で医療・福祉・教育・スポーツ

をコーディネートする人材の育成 

 

 

③ 地域のスポーツ施設・イベントや総

合型地域スポーツクラブだけではな

く、障害者福祉施設・医療リハビリ施

設等、障害者が日常的に利用する施設

等におけるスポーツ機会の創出 

 

 

 

 

 

 

 

④ 障害当事者以外も巻き込んだ障害者

スポーツ種目の体験・理解の推進 

 

 

⑤ 現職学校教員に対する障害者スポー

ツのノウハウの普及 

 

⑥ 新しい生活様式を踏まえた、インタ

ーネット等を活用した障害者スポーツ

大会の開催、外出・移動等を伴わない

形でのスポーツへの参画等に係るモデ

ルの創出に向けた事業の実施 

団体の連携等支援  障害者スポーツ団体の連携及び体制整備

への支援事業 

障害者スポーツ団体の連携及び体制整

備への支援事業 

障害者スポーツ団体の連携及び体制整

備への支援事業 

障害者スポーツ団体に対する体制整備の

支援 

 

障害者スポーツ団体の体制の在り方に関

する検討会の実施 

用具活用促進事業   ① 障害者スポーツ用具資源活用モデ

ル形成支援事業 

 

② 障害者スポーツ用具人材育成活用

に関する調査研究事業 

① 障害者スポーツ用具資源活用拠点

モデル形成支援事業 

 

② 障害者スポーツ用具の普及拠点に

関する調査研究事業 

障害者スポーツ用具活用促進事業 

※ 調査研究事業については省略 
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障害者のスポーツ実施状況等

8.5 9.3 9.8 12.5 12.3
9.7 9.9 11.0 12.8 12.6 8.9 8.0 8.4 

8.8 7.5 4.1 3.0 2.9 2.9 3.1 5.0 4.0 3.8 
3.0 3.1 5.5 5.7 5.1 

5.7 7.8 

58.2 60.2 58.9 54.4 53.6 
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成人の障害者のスポーツ実施率の推移

週に3日以上 週に1～2日 月に1～3日 3月に1～2日
年に1～3日 分からない 行っていない

18.2% 19.2% 20.8%
25.3%

10.0 14.0 13.2 14.5 12.0 

20.7 17.5 16.4 15.9 15.9 

14.1 10.8 11.3 10.4 8.0 

4.1 4.7 5.0 3.9 
2.5 

6.3 4.3 3.6 3.2
2.7

6.2 6.7 6.7 7.4 
9.5 

38.6 41.9 43.8 44.8 49.4 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2013年 2015年 2017年 2019年 2020年

7～19歳の障害者のスポーツ実施率の推移

週に3日以上 週に1～2日 月に1～3日 3月に1～2日
年に1～3日 分からない 行っていない

30.7% 31.5% 29.6%
30.4%

障壁となっているもの 2013年 2015年 2017年 2019年 2020年

体力がない 26.7% 23.3% 20.9% 18.5% 13.0%

金銭的な余裕がない 25.9% 21.8% 21.5% 17.5% 10.7%

やりたいと思うスポーツ・レクリエーションがない 10.0% 9.5% 8.3% 7.6% 6.2%

時間がない 14.5% 12.6% 14.2% 9.2% 6.0%

交通の便が良いところに施設がない 5.4%

交通手段・移動手段が無い 10.3% 10.3% 9.4% 7.3% 4.2%

スポーツ・レクリエーションが苦手である 7.5% 7.8% 6.9% 6.1% 4.0%

仲間がいない 10.5% 10.0% 8.8% 5.7% 3.9%

人の目が気になる 6.1% 6.4% 6.5% 5.2% 3.6%

障害に適したスポーツ・レクリエーションがない 7.7% 6.6% 6.3% 4.6% 3.5%

特にない 33.1% 35.2% 37.7% 46.2% 42.6%

障壁はなく、十分活動できている 14.6%

障害者がスポーツ・レクリエーションを実施する上で
障壁となっている事項（複数回答、上位10位まで）

（出典）「障害者スポーツ推進プロジェクト（障害者のスポーツ参加促進に関する調査研究）」（令和元年度スポーツ庁委託調査）
「障害者スポーツ推進プロジェクト（障害者のスポーツ参加促進に関する調査研究）」（令和２年度スポーツ庁委託調査）（速報値）

1.1%

33.5%

1.2%

26.3%

14.7%

15.2%

82.9%

24.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非実施者

実施者

現在のスポーツ・レクリエーションへの取組（2020年）

満足している もっと行いたい
行いたいと思うができない 特にスポーツ等に関心は無い

27.9%24.9%
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令和３年度事業番号 0335

スポーツ庁

政策

11
1

施策 ※令和２年度事前分析表より転記

11-2

施策の概要

達成目標１

達成目標２

達成目標３

達成目標４

事業 ※令和２年度レビューシートより転記

事業名

事業の目的

事業概要

定量的な
成果目標

成果指標

定量的な
成果目標

成果指標

定量的な
成果目標

成果指標

（１）

（２）

（３）

本事業の成果
と上位施策と

の関係

①本事業の実施により、障害者スポーツの振興体制の強化、身近な場所でスポーツを実施できる環境の整備等が行われる。また、障害者のス
ポーツ参加の課題等の調査研究を実施することにより、障害者のスポーツ施設利用の実態把握や施設管理者等に対する意識啓発を進めること
ができる。ひいては、障害者のスポーツ実施率の向上、成人のスポーツ実施率の向上、生涯スポーツ社会の実現に寄与することとなる。
②障害者スポーツ団体の多くは体制が脆弱であり、十分に活動できていない状況にあることから、障害者スポーツ団体の連携や体制整備への支
援、民間企業等に対する障害者スポーツ支援への理解の促進等を行い、障害者スポーツ団体の体制の強化を図り、他団体や民間企業等との連
携強化に寄与する。
③個々人での購入が容易でない障害者スポーツ用具（義足、車いす）について、義肢装具士、車いす技術者等との連携を含め、地域の保有資源
を有効活用する仕組みを構築することにより、過大な金銭的負担を負うことなくスポーツを始めることのできる環境を整備し、障害者のスポーツ実
施率の向上に寄与する。

①域内の障害者スポーツの振興を実施する体制を整えるための実行委員会設置数

アウトプット
②民間企業等による障害者スポーツ団体への支援に繋げることを目的として、本事業で情報提供・啓発を実施した
団体・企業の数（令和2年度は事業なし。令和3年度は要求予定。）

③地域の障害者スポーツ用具資源を活用する事業モデルを構築した団体数

アウトカム

①スポーツ、障害福祉関係者が連携して域内の障害者スポーツの振興を実施する体制を整え、環境整備を積極的
に推進する都道府県・指定都市数の増加
（目標最終年度の目標値は、都道府県・政令指定都市数(67)の半数以上としている）

③障害者のスポーツ実施の障壁として「金銭的負担」と回答する者の減少
（調査は2年に1回実施。減少させることを目標としているため、目標最終年度の目標値は29年度実績よりも低く設
定している）

③障害者のスポーツ実施の障壁として「金銭的負担」と回答する者の減少

政策・施策・事業整理票

スポーツの振興

スポーツに係る国際的な政策・ルール作りに積極的に参画し、また国際規模の大会を成功させレガシーとして継承することで、スポーツを通じた
国際社会の調和ある発展に貢献する。

スポーツ、障害福祉関係者が連携して域内の障害者スポーツの振興を実施する体制を整え、環境整備を積極的に
推進する都道府県（47）・指定都市（20）数
≪委託事業により振興体制を構築した自治体及び障害者スポーツを含めたスポーツの事務を一元化して連携体制
を構築した自治体の数≫

障害者スポーツ推進プロジェクト

障害者スポーツの推進体制の強化、身近な場所でスポーツを実施できる環境の整備等を図ったり、障害者スポーツ団体の体制の強化を図っ
たりすること等により、日本各地において障害者が健常者と同様にスポーツを楽しめる土壌を作り、スポーツを通じた共生社会の実現を目指
す。

①地域の福祉・医療・教育・スポーツ関係者の連携体制の構築や、スポーツ施設等での障害者受け入れ促進、福祉施設でのスポーツ促進、
健常者への障害者スポーツの理解促進など、各地域の実情に応じて、障害者スポーツ推進上の課題の解消を図る。
②障害者スポーツ団体に対する体制整備に係る助言や団体間連携の推進、民間企業に対する障害者スポーツ支援への理解促進を図るため
の情報提供等を行う。
③スポーツ車いす、スポーツ義足等の障害者スポーツ用具を備え、その種目を試したい者等に対して、用具のレンタル等を実施するとともに、
スポーツ用具の保守・調整や使い方の指導を行える人材等を備えた「スポーツ用具活用拠点（普及拠点）」（仮称）の整備を図る。

①

達成目標のうち、当該事業が具体的にどの達成目標にあたるのか分かるよう、該当部分を灰色に塗りつぶす。

 スポーツを通じた活力があり絆の強い社会の実現

社会の課題解決にスポーツを通じたアプローチが有効であることを踏まえ，スポーツを通じた共生社会等の実現、経済・地域の活性化，国際貢献
に積極的に取り組む。

障害者スポーツの振興等、スポーツを通じた健康増進、スポーツを通じた女性の活躍推進を図ることで、スポーツを通じた共生社会等の実現を図
る。

スポーツを通じた経済・地域の活性化を図る。【経済・財政再生アクション・プログラム関連施策】

施策の達成目標と当該事業の目的・事業概要の関連を整理し、また当該事業の成果と上位施策との関係を明確にする。

当該事業の目的・概要・アウトカム・アウトプットのうち、どこが特に関連しているか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。

②

②障害者スポーツ団体への支援を行う団体・企業数の増加
（目標最終年度の目標値は30年度以降、毎年1社ずつ増加を目標としている）

本事業で情報提供・啓発を実施した団体・企業のうち障害者スポーツ団体への支援を実施した団体・企業数

③

施策目標

政策目標

概要
世界共通の人類の文化の一つであるスポーツを国民の成熟した文化として一層根付かせ豊かな未来を創るとともに、全ての人々がスポーツの力で輝き、前向き
で活力ある社会と、絆の強い世界を創る。

施策の概要及び達成目標のどこを達成しようとしているのか分かるよう、該当部分を下線・太字で表記する。
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（ ）

127.6

0.7

予算額・
執行額

（単位:百万円）

歳出予算目

スポーツ振興事業委託費

職員旅費

諸謝金

令和2・3年度
予算内訳

（単位：百万円）

主な増減理由

※金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致し
ない場合がある。

新型コロナウイルス感染症拡大予防のための取組に係る事業を行う等
のため、事業費が増額となった。

3年度要求

0.4

0.3

事業番号 0318

87.5 129.1

障害者施策

2年度当初予算

85.7

0.7

0.6

0.4委員等旅費

計

第２期スポーツ基本計画（平成29年3月24日策定）
障害者基本計画（第4次）（平成30年3月策定）
ニッポン一億総活躍プラン（平成28年6月2日閣議決定）

-

87.5 129.1

関係する
計画、通知等

令和2年度行政事業レビューシート 文部科学省

執行額

0 48 62.4 87.5 129.1

39 55.7

執行率（％） - 81% 89%

平成30年度
事業終了

（予定）年度 終了予定なし

主要経費

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

障害者スポーツの推進体制の強化、身近な場所でスポーツを実施できる環境の整備等を図ったり、障害者スポーツ団体の体制の強化を図ったりすること等
により、日本各地において障害者が健常者と同様にスポーツを楽しめる土壌を作り、スポーツを通じた共生社会の実現を目指す。

前年度から繰越し - - -

0

補正予算

予備費等

当初予算 62.4

30年度

①地域の福祉・医療・教育・スポーツ関係者の連携体制の構築や、スポーツ施設等での障害者受け入れ促進、福祉施設でのスポーツ促進、健常者への障害
者スポーツの理解促進など、各地域の実情に応じて、障害者スポーツ推進上の課題の解消を図る。
②障害者スポーツ団体に対する体制整備に係る助言や団体間連携の推進、民間企業に対する障害者スポーツ支援への理解促進を図るための情報提供等
を行う。
③スポーツ車いす、スポーツ義足等の障害者スポーツ用具を備え、その種目を試したい者等に対して、用具のレンタル等を実施するとともに、スポーツ用具の
保守・調整や使い方の指導を行える人材等を備えた「スポーツ用具活用拠点（普及拠点）」（仮称）の整備を図る。

-

0

- -

-

-

障害者スポーツ推進プロジェクト 担当部局庁 スポーツ庁 作成責任者

事業開始年度

委託・請負

担当課室 健康スポーツ課
健康スポーツ課長
小沼宏治

事業名

会計区分

2年度

-

翌年度へ繰越し -

計

令和元年度

文教及び科学振興

-

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

3年度要求

予算
の状
況

48

実施方法

平成29年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
スポーツ基本法（第２条）

主要政策・施策

一般会計

当初予算＋補正予算に対す
る執行額の割合（％）

- 81% 89%
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31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

79 

100 

101 

102 

103 

104 

105 

106 

107 

108 

115 

116 

117 
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120 

121 

122 

123 
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単位当たり
コスト

算出根拠

百万円

6.2/2

令和元年度

計算式
百万円/団
体数

2.4

平成29年度

平成29年度

--

年度3

3 年度

-

平成29年度 30年度 令和元年度
中間目標 目標最終年度

- 年度

- 2 2 - -

- 2 -

年度

21.5 - 17.5 - -

平成29年度 30年度 令和元年度
目標最終年度

91.7 92.3

26

24 28

28

100 -

-

-

達成度

22

-

24

年度

年度

-

34

-

- 100 66.6 - -

9.8/31

3

8/60

5

2年度活動見込

目標最終年度

- - 20 - 20

-

30年度

28.3/11

③地域の障害者スポーツ用具資源を活用する事業モデ
ルを構築した団体数

活動実績 団体・企業数

当初見込み 団体・企業数

-

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

単位

単位

- 10 12

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）
自治体数

②障害者スポーツ団体へ
の支援を行う団体・企業数
の増加
（目標最終年度の目標値は
30年度以降、毎年1社ずつ
増加を目標としている）

本事業で情報提供・啓発を
実施した団体・企業のうち
障害者スポーツ団体への
支援を実施した団体・企業
数

成果実績 団体・企業数

目標値

達成度

成果実績

目標値

成果指標 単位

自治体数

- - 6.2/2
③に係る執行額／団体数

平成29年度

30年度 令和元年度

-

単位当たり
コスト

成果指標 単位

中間目標

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標

3

単位

①に係る執行額／委員会数

単位当たり
コスト

令和元年度
中間目標

87.5-

単位

スポーツ、障害福祉関係者
が連携して域内の障害者ス
ポーツの振興を実施する体
制を整え、環境整備を積極
的に推進する都道府県
（47）・指定都市（20）数
≪委託事業により振興体制
を構築した自治体及び障害
者スポーツを含めたスポー
ツの事務を一元化して連携
体制を構築した自治体の数
≫

目標値

成果指標 30年度

③障害者のスポーツ実施
の障壁として「金銭的負担」
と回答する者の減少

成果実績

団体・企業数

％

①スポーツ、障害福祉関係
者が連携して域内の障害
者スポーツの振興を実施す
る体制を整え、環境整備を
積極的に推進する都道府
県・指定都市数の増加
（目標最終年度の目標値
は、都道府県・政令指定都
市数(67)の半数以上として
いる）

定量的な成果目標

％

％

-

平成29年度

3.1

委員会数

24.6/10

- 0.3 0.1 -

平成29年度 30年度 2年度活動見込

計算式

②民間企業等による障害者スポーツ団体への支援に繋
げることを目的として、本事業で情報提供・啓発を実施し
た団体・企業の数（令和2年度は事業なし。令和3年度は
要求予定。）

29/12

2

2年度活動見込

- 2.5

達成度 ％

3.1

百万円/企
業数 -

単位

％

①域内の障害者スポーツの振興を実施する体制を整え
るための実行委員会設置数

③障害者のスポーツ実施
の障壁として「金銭的負担」
と回答する者の減少
（調査は2年に1回実施。減
少させることを目標としてい
るため、目標最終年度の目
標値は29年度実績よりも低
く設定している）

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙１】に記載

活動指標

2.6

活動実績

令和元年度

令和元年度

- -

百万円

活動実績 団体・企業数

当初見込み 団体・企業数

- - 2

30年度

30年度 令和元年度

- 31 60

- 10 11

- 10 46

平成29年度

平成29年度 30年度 令和元年度
活動指標及び

活動実績
（アウトプット）

活動指標

単位当たり
コスト

委員会数

百万円

活動指標

計算式
百万円　/
委員会数

単位

算出根拠

単位当たり
コスト

単位

②に係る執行額／企業数

定量的な成果目標

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

単位当たり
コスト

算出根拠

当初見込み

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
スポーツ庁障害者スポーツ振興室調べによる

- -

- 100

2年度
活動見込

3年度
活動見込

- -

2 2

2年度
活動見込

3年度
活動見込

-

12

-

12

2年度
活動見込

3年度
活動見込

チェック

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
スポーツ庁障害者スポーツ振興室調べによる

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
スポーツ庁委託事業（障害者のスポーツ参加促進に関する調査研究）報告書（調査は隔年実施）
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新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
改
革
工
程
表
 
2
0
1
9

- - -

目標値 - - - - - -

達成度 ％ - - - - -

K
P
I

(

第
二
階
層

）

ＫＰＩ
（第二階層）

単位
計画開始時

元年度 2年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 - 年度 - 年度

-

成果実績 - - -

-

達成度 ％ -

38 -

-

④成人のスポーツ実施率（週3回以上）

実績値

- 年度

-

目標値 % - -

3 年度

⑤総合型クラブへの障害者の参加率

実績値

30年度

55.1 53.6

中間目標 目標年度

-

目標値

①障害者のスポーツ実施率（週１回以上）

- -

②障害者のスポーツ実施率（週３回以上）

実績値 %

施策 11-2 スポーツを通じた活力があり絆の強い社会の実現

政策 11　スポーツの振興

定量的指標 単位 平成29年度 30年度 令和元年度

測
定
指
標

% 35.2 38.3

-

目標年度

- 年度 3 年度

- 30目標値 %

年度

中間目標

令和元年度
中間目標 目標年度

実績値 % 20.8

単位

51.5

年度年度

中間目標 目標年度
平成29年度

-

- -

-

本事業の成果と上位施策・測定指標との関係

①本事業の実施により、障害者スポーツの振興体制の強化、身近な場所でスポーツを実施できる環境の整備等が行われる。また、障害者のスポーツ
参加の課題等の調査研究を実施することにより、障害者のスポーツ施設利用の実態把握や施設管理者等に対する意識啓発を進めることができる。ひ
いては、障害者のスポーツ実施率の向上、成人のスポーツ実施率の向上、生涯スポーツ社会の実現に寄与することとなる。
②障害者スポーツ団体の多くは体制が脆弱であり、十分に活動できていない状況にあることから、障害者スポーツ団体の連携や体制整備への支援、
民間企業等に対する障害者スポーツ支援への理解の促進等を行い、障害者スポーツ団体の体制の強化を図り、他団体や民間企業等との連携強化に
寄与する。
③個々人での購入が容易でない障害者スポーツ用具（義足、車いす）について、義肢装具士、車いす技術者等との連携を含め、地域の保有資源を有
効活用する仕組みを構築することにより、過大な金銭的負担を負うことなくスポーツを始めることのできる環境を整備し、障害者のスポーツ実施率の向
上に寄与する。

-

- 3
定量的指標

-

ＫＰＩ
（第一階層）

-

取組
事項

分野： - -

- -

65

- 50

定量的指標 単位 平成29年度 30年度 令和元年度

27.8

定量的指標 単位 平成29年度

③成人のスポーツ実施率（週1回以上）

9.8 - 12.5 - -

目標値 % -

%実績値

-

- 年度

定量的指標
年度

-

% -

20

-

-

年度

3

年度

-

-

-

-

27 -

-

令和元年度
中間目標

30年度 令和元年度

K
P
I

(

第
一
階
層

）
-

成果実績

- -

単位

- -

年度

25.3 -

目標値 %

-

本事業の成果と取組事項・KPIとの関係

-

30年度

-

計画開始時
元年度 2年度

% 26

単位 平成29年度

- -

-

-

目標値

中間目標

40

目標最終年度

目標年度

- 年度 3

- -

-

政
策
評
価

政
策
評
価

、
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
と
の
関
係
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繰越額が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） ‐

事業所管部局による点検・改善

委託契約に当たっては、事業経費の費目・使途の内容を厳正
に審査するなど、その必要性について適切にチェックを行って
いる。

国
費
投
入
の
必
要
性

有

○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

必要とされている期間の公告期間を設け、公募（企画競争）を
行ったが、当初の想定よりも公募数が少なく、採択先が少な
かった。次年度（令和２年度）は、事業内容の見直しを含め検
討したい。

受益者との負担関係は妥当であるか。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

評価に関する説明

関
連
事
業

△

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。

概ね順調に推移している。

○

○

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

一般競争契約、指名競争契約又は随意契約（企画競争）による支出のうち、一
者応札又は一者応募となったものはないか。

競争性のない随意契約となったものはないか。

事業について中間の進捗状況を調査したり、現地視察したり
し、コスト削減や効率化に向けた助言を行った。

事業の目標最終年度を第2期スポーツ基本計画が終了する
令和3年度に設定しており、概ね順調に推移している。

○

委託契約に当たっては、事業経費の費目・使途の内容を厳正
に審査するなど、その必要性について適切にチェックを行って
いる。

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

スポーツ基本法の基本理念において、国が取り組む事項とし
て、障害者スポーツの推進等が掲げられており、政策体系の
中で優先度の高い事業である。

委託契約に当たっては、事業経費の費目・使途の内容を厳正
に審査するなど、その必要性について適切にチェックを行って
いる。

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

△

有

○

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

○

・公募（企画競争）により団体から提出された事業計画書を技
術審査委員会において精査して決定している。
・一般競争入札（総合評価落札方式）を実施の上、「価格」と
「企画力」により点数化し、合計点が最も高い者を採択者とし
た。
・一部の事業において一者応札となった原因としては、特段
の周知策を実施していなかったことが考えられる。応募対象
となりうる一定の範囲の団体にメールにて一律に周知する必
要がある。
・一部の事業において、一般競争入札（総合評価落札方式）
を実施したが、予定価格の制限に達した価格の入札が一者
もなく、その後再度入札を行ったが落札者が出なかったた
め、また、仕様書で求める事業内容を確実に実施するには再
度入札公告をするための時間的猶予がないことから、随意契
約とした。

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○

‐

モデル事例について、HP等で発信しているが、今後はさら
に、関係者による情報共有の機会を設けることを検討中。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

-

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果的
あるいは低コストで実施できているか。

委託先である各地方自治体等の実情を踏まえ実施している
が、効果的、低コストで実施できるよう連携しながら進めてい
る。

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○

○

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

評　価項　　目

スポーツ基本法の理念の１つとして障害者のスポーツの推進
が掲げられている一方、障害者のスポーツ実施率は低い状
況にもあることから、地域における障害者スポーツに取り組
みやすい体制づくり等に取り組む必要がある。

各地域において、スポーツ施策として障害者スポーツに取り
組むための方策や体制等が十分ではないことから、国が地
方公共団体に対して一定の支援を行いながら事業を推進し、
全国に普及する必要がある。

○

○

本事業の目的を達成するため、事業の専門的な事項につい
ては、事業の実施に合理的であると認められる場合に再委託
を認めている。受託先については、再委託先が実施する事業
に積極的に関与することとしている。

事業番号 事業名所管府省名

-
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726 

727 

728 

729 

730 

731 

732 

733 

734 

735 

736 

737 

738 

739 

740 

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB AC AD AE AF AG AH AI AJ AK AL AM AN AO AP AQ AR AS AT AU AV AW AX 

( )

平成30年度 新30-0016

平成29年度 25

- 平成25年度 -

平成26年度 - 平成27年度 - 平成28年度 -

平成22年度 - 平成23年度 - 平成24年度

平成31年度 文部科学省 0317

点検結果

スポーツ庁HP(障害者スポーツ推進プロジェクト）
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop06/list/detail/1416557.htm

事
業
内
容
の

一
部
改
善

点
検
・
改
善
結
果

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

備考

１．事業評価の観点：この事業は障害者スポーツの振興体制の強化、身近な場所でスポーツを実施できる環境の整備等を図ったり、障害者スポー
ツ団体の体制の強化を図ったりすることにより、日本各地において障害者が健常者と同様にスポーツを楽しめる土壌を作り、スポーツを通じた共生
社会の実現を目指すことを目的とした事業であり、契約・執行手続きの検証の観点から検証を行った。

２．所見：この事業は、地域における障害者スポーツに取り組みやすい体制づくり等に取り組むために重要な事業と考えられる。しかしながら一者応
募となったことについて、原因を分析し、引き続き競争参加条件等のより一層の見直しを図るなど、契約の競争性、公平性、透明性を確保すべきで
ある。

行政事業レビュー推進チームの所見

外部有識者の所見

改善の
方向性

執
行
等
改
善

外部有識者による点検対象外

令和元年度は、公募内容の改善を図り、事業に応募する資格を有する地方公共団体や障害者スポーツ団体や民間団体に対して広く事業の周知を
図った。今後は、施策目標の達成に向け、適正な事業内容となるよう見直しを図るとともに、事業成果・課題を検証成果指標及び成果目標値の設定
についても、必要に応じて見直しを行っていく。

関連する過去のレビューシートの事業番号

本事業の実施に当たって、申請内容、積算など効果的・効率的に執行されるよう精査するとともに、額の確定時においても、会計処理の検査等
を厳格に行うことにより、適正に事業経費が執行されるよう努めたい。
一者応募となった事業があったが、応募対象となりうる一定の範囲の団体にメールにて一律に周知を行う改善を図ってきたが、内容等について
改善する点が無いか検討することとした。

事業実施に当たっては、競争性を確保した支出先の選定を行うとともに、事業経費の費目・使途の厳正な調査を行うことにより、低コストで事業
を実施できるよう努めている。
支出先の選定について、一者応募となった事業があった。

10



741 

742 

743 

744 

745 

746 

747 

748 

749 

750 

751 

752 

753 

754 

755 

756 

757 

758 

759 

760 

761 

762 

763 

764 

780 

781 

782 

783 

784 

785 

786 

792 

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB AC AD AE AF AG AH AI AJ AK AL AM AN AO AP AQ AR AS AT AU AV AW AX 
※令和元年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

なお、金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致しない場合がある。

諸謝金会議費

費　目

計 3.1 計 3.1

0.2

費　目 使　途

旅費 0.3

0.4

B.一般社団法人HOKKAIDO ADAPTIVE SPORTS
金　額

(百万円）

0.1

スタッフ人件費再委託費 障害者スポーツプログラムの提供

事業イベント講師等謝金

3 人件費

使　途

会議費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

イベント等旅費

その他 通信運搬費、保険料、印刷製本費、借損料

0.3

金　額
(百万円）

A.札幌市

一般管理費 一般管理費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）

（単位：百万円）

1.9

職員旅費 ： 0.6百万円 を含むスポーツ庁

５５．７百万円

Ａ．都道府県、市町村

（全１１団体）

２８．３百万円

委託【随意契約（企画競争）】

Ｃ．株式会社リベルタスコ

ンサルティング

４．７百万円

委託【一般競争契約（総合評価）】

①実行委員会の開催

②地域における障害者のスポーツ参加

促進に関する実践研究の実施

①調査検討会議の開催

②障害者のスポーツ参加促進

に関する調査研究

再委託【随意契約（公募）】

Ｂ．民間団体

（全３１団体）

１９．１百万円

障害者スポーツ体験会・教室・フォー

ラム等の開催、情報発信・障害者理

解啓発等

Ｅ．一般社団法人日本障

がい者サッカー連盟

５．１百万円

①障害者団体の連携及び体制

整備への支援事業

委託【随意契約（企画競争）】

地域において障害者が継続的にスポーツに参加できる環境の整備を促進す

るため、都道府県・指定都市における障害者スポーツ普及のための体制づく

りやノウハウ開発等を支援するとともに、スポーツ参加における障壁の調査

分析を実施する。

（１） （２）
（４）

再委 （３） （５）

委託【随意契約（その他）】

Ｄ．国立大学法人筑波大

学

２．８百万円

①障害者スポーツ指導者養成

プログラム検討会議の開催

②障害者スポーツ指導者養成

①アンケート調査

②全国展開のためのＨＰ作成

Ｆ．株式会社学研プラス

８百万円

委託【随意契約（企画競争）】

再委

①アンケート調査

②ヒアリング

Ｇ．株式会社ユーミックス

３．１百万円

（６） （７）

Ｈ．公益社団法人日本義

肢装具士協会

１．６百万円

Ｉ．特定非営利活動法人
D-SHiPS32

４．６百万円

①障害者スポーツ用具レンタル

のシステム構築

②搬送ＢＯＸ作成

①障害者スポーツ用具に関する

研修プログラムの作成

②障害者スポーツ用具に関する

委託【随意契約（企画競争）】 委託【随意契約（企画競争）】
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793 

794 

795 

796 

797 

798 

799 

805 

806 

807 

808 

809 

810 

811 

812 

818 

819 

820 

821 

822 

823 

824 

825 

831 

832 

833 

835 

836 

837 

838 

839 

840 

841 

842 

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB AC AD AE AF AG AH AI AJ AK AL AM AN AO AP AQ AR AS AT AU AV AW AX 

☑

支出先上位１０者リスト

A.

3.1

3.1

3

随意契約
（企画競争）

3

随意契約
（企画競争）

随意契約
（企画競争）

随意契約
（企画競争）

100％

支　出　額
（百万円）

支　出　先 業　務　概　要

0.7

印刷製本費、通信運搬費、雑役務費、一般
管理費

0.7

その他 消費税相当額、一般管理費

印刷製本費 テキスト印刷等 0.2

計 3.1 計 1.6

0.1

12 100％

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

-

-

-

-

域内のスポーツ・障害福祉
関係者から構成される実行
委員会を開催し、地域にお
ける障害者のスポーツ参加
促進に関する実践研究を実
施
域内のスポーツ・障害福祉
関係者から構成される実行
委員会を開催し、地域にお
ける障害者のスポーツ参加
促進に関する実践研究を実
施
域内のスポーツ・障害福祉
関係者から構成される実行
委員会を開催し、地域にお
ける障害者のスポーツ参加
促進に関する実践研究を実
施
域内のスポーツ・障害福祉
関係者から構成される実行
委員会を開催し、地域にお
ける障害者のスポーツ参加
促進に関する実践研究を実
施
域内のスポーツ・障害福祉
関係者から構成される実行
委員会を開催し、地域にお
ける障害者のスポーツ参加
促進に関する実践研究を実
施

-

12

契約方式等

随意契約
（企画競争）

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙２】に記載

諸謝金 研修会講師等

8

金　額
(百万円）

0.4

G.株式会社ユーミックス H.公益社団法人日本義肢装具士協会

2

3

費　目 使　途
金　額

(百万円）

12 100％

法　人　番　号

4000020360007

9000020011002 3.1

1000020200000

7000020250007

5000020332046

入札者数
（応募者数）

落札率

旅費 研修会講師等 0.7

E.一般社団法人日本障がい者サッカー連盟 F. 株式会社学研プラス

費　目

一般管理費 0.5

1

会議費、通信運搬費、雑役務費、一般管理
費

0.2

借損料

計 5.1

スタッフ人件費 3.1

会場借用等

12 100％

計

5 12 100％

4

費　目 使　途

その他

人件費

その他 印刷製本費、借損料、会議費 0.4 諸謝金 webサイト等の監修 0.4

計 4.7 計 2.8

雑役務費 手話通訳、振込手数料等 1.8 人件費 スタッフ人件費 3.1

雑役務費

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

旅費 イベント開催等 2.4 再委託費 アンケート調査等 3.1

一般管理費 webページ作成等 0.7

C.株式会社リベルタスコンサルティング D.国立大学法人筑波大学

費　目 使　途

0.4 その他

雑役務費 webアンケート 1.3 人件費 職員人件費 0.5

印刷製本費 報告書印刷 0.1 旅費 実行委員会・講師等 0.5

諸謝金 有識者委員会 0.1 消耗品費 事務用品、障害者スポーツ用具等 0.3

その他 旅費、消費税相当額、一般管理費

人件費 スタッフ人件費 2.8 諸謝金 実行委員会・講師等

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

0.8

札幌市

徳島県

長野県

滋賀県

玉野市

チェック
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843 

844 

845 

846 

847 

868 

869 

870 

871 

872 

873 

874 

875 

876 

877 

878 

879 

880 

901 

902 

903 

904 

934 

935 

936 

937 

967 
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B

C

D

域内のスポーツ・障害福祉
関係者から構成される実行
委員会を開催し、地域にお
ける障害者のスポーツ参加
促進に関する実践研究を実
施
域内のスポーツ・障害福祉
関係者から構成される実行
委員会を開催し、地域にお
ける障害者のスポーツ参加
促進に関する実践研究を実
施
域内のスポーツ・障害福祉
関係者から構成される実行
委員会を開催し、地域にお
ける障害者のスポーツ参加
促進に関する実践研究を実
施
域内のスポーツ・障害福祉
関係者から構成される実行
委員会を開催し、地域にお
ける障害者のスポーツ参加
促進に関する実践研究を実
施

2.7

-

-

-

随意契約
（企画競争）

随意契約
（企画競争）

随意契約
（企画競争）

2.5

2.3

1.6 12 100％

-2.6

12 100％

12 100％

12

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社リベルタス
コンサルティング

4010401058533 各種調査業務 4.7
一般競争契約
（総合評価）

3 94.7％ -

6

7

4

5

石川県障害者スポー
ツ協会

-
障害者スポーツ体験教室
の開催、指導者の派遣

1.3
随意契約
（公募）

- 100％ -

10

8

9

ＮＰＯ法人総合クラブ
とさ

5490005003622
障害者スポーツプログラム
の提供

0.7
随意契約
（公募）

- 100％ -

社会福祉法人徳島
県社会福祉事業団

3480005000465
障害者スポーツ教室や大
会の開催

0.8
随意契約
（公募）

- 100％ -

3

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

一般社団法人
HOKKAIDO
ADAPTIVE SPORTS

7430005013609
障害者スポーツプログラム
の提供

3.1
随意契約
（公募）

- -

随意契約
（公募）

- 100％ -

社会福祉法人神奈
川県総合リハビリ
テーション事業団

1021005003687
障害者スポーツプログラム
の提供

2.4
随意契約
（公募）

- 100％ -

2

100％

玉野スポーツネット
ワークＪＶ

-
障害者スポーツプログラム
の提供

2.4

2000020170003

域内のスポーツ・障害福祉
関係者から構成される実行
委員会を開催し、地域にお
ける障害者のスポーツ参加
促進に関する実践研究を実
施

5000020390003

7000020141305

10

100％

6000020302015

1000020140007

6

8

7

9

随意契約
（企画競争）

随意契約
（企画競争）

-

12 100％

-
スポーツを通じた啓発プロ
グラムやイベントの実施

0.6
随意契約
（公募）

- 100％ -

社会福祉法人高知
県社会福祉協議会

一般財団法人徳島
県スポーツ振興財団

5480005003359
障害者スポーツ教室や大
会の開催

0.8
随意契約
（公募）

- 100％ -

8490005000336

随意契約
（公募）

障害者スポーツプログラム
の提供

0.7
随意契約
（公募）

- 100％ -

川崎市総合型スポー
ツクラブネットワーク

岡田企画株式会社 3480001000378
障害者スポーツプログラム
の提供

0.7 - 100％ -

和歌山市

神奈川県

高知県

川崎市

石川県

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

国立大学法人筑波
大学

5050005005266
障害者スポーツ指導者養
成テキストの作成と検証

2.8
随意契約
（その他）

- 100％
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968 

969 

970 

1000 

1001 

1002 

1003 

1033 

1034 

1035 

1036 

1066 

1067 

1068 

1069 

1099 

1100 

1101 

1102 

1103 

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z AA AB AC AD AE AF AG AH AI AJ AK AL AM AN AO AP AQ AR AS AT AU AV AW AX 

E

F

G

H

☑

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

1

1
株式会社ユーミック
ス

9013301022050 アンケ―ト調査 3.1
随意契約
（その他）

- 100％

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

株式会社学研プラス 2010701022777
アンケート調査及び、障が
い者支援企業を増やすた
めのHP作成

8
随意契約

（企画競争）
3 100％

1

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙３】に記載

契　約　先
ﾌﾞﾛｯｸ
名

-

法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）
契約方式

入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（契約額10億円以上）

1 - - - - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

一般社団法人日本
障がい者サッカー連
盟

6010005025201
障害者団体の連携及び体
制整備への支援

5.1
随意契約

（企画競争）
2 100％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

公益社団法人日本
義肢装具士協会

5010005019864
障害者スポーツ用具に関す
る研修等

1.6
随意契約

（企画競争）
2 100％

チェック
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別紙１

平成29年度 30年度 令和元年度
中間目標 目標最終年度

年度 年度

平成29年度 30年度 令和元年度
中間目標 目標最終年度

年度 年度

平成29年度 30年度 令和元年度
中間目標 目標最終年度

年度 年度

年度

平成29年度 30年度 令和元年度
中間目標 目標最終年度

年度 年度

平成29年度 30年度 令和元年度
中間目標 目標最終年度

年度 年度

平成29年度 30年度 令和元年度
中間目標 目標最終年度

年度 年度

平成29年度 30年度 令和元年度
中間目標 目標最終年度

年度 年度

平成29年度 30年度 令和元年度
中間目標 目標最終年度

年度 年度

目標値

成果実績

単位
年度

平成29年度 30年度 令和元年度
中間目標 目標最終年度

年度

成果目標及び
成果実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

成果目標及び
成果実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標

達成度 ％

成果実績

目標値

達成度 ％

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

目標値

成果実績

単位

成果目標及び
成果実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

成果目標及び
成果実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標

達成度 ％

成果実績

目標値

達成度 ％

単位

成果目標及び
成果実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

成果目標及び
成果実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標

達成度 ％

成果実績

目標値

達成度 ％

目標値

成果実績

目標値

成果実績

単位 平成29年度 30年度 令和元年度
中間目標 目標最終年度

年度

成果目標及び
成果実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

成果目標及び
成果実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標

達成度 ％

成果実績

目標値

達成度 ％

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

成果指標 単位

目標値

成果実績

単位

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

成果目標及び
成果実績
（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標

達成度 ％

成果実績

達成度 ％

目標値

定量的な成果目標

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

成果目標及び
成果実績
（アウトカム）
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別紙２

システム構築等 4.1

一般管理費 一般管理費 0.3

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

I.特定非営利活動法人D-SHiPS32 J.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

雑役務費

代費 研修会等 0.2

計 4.6 計 0

16



別紙３

I

ＮＰＯ法人D-
SHiPS32

6011205001999
障害者会スポーツ用具レン
タルシステムの構築

4.6
随意契約
（企画競争）

2 100％1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）
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